
























































成 4）年には 1人，1995（平成 7）年にも 1人が断種手術を受けている。また，ハンセ
ン病を理由とした人工妊娠中絶は，1958（昭和33）年の315人を最高に漸減し，1980年
代以降は，毎年一桁となるが，1990年には17人，1993（平成5）年には10人，1996（平


























































































































































































































































































































































（ 5）　東村山市「多磨全生園　将来構想　『保育園設置』の実現」平成24年 6 月 1 日
　　　東村山市は「待機児問題の解消を図り子育て環境を充実させるとともに，多磨全生園の
地域開放，入所者と東村山市民との交流を活発化させたい」としていた。
（ 6）　2016年 7 月11日，花さき保育園で一時間ほど園長の森田紅先生に話を伺った。大まかな
質問項目は事前にメールでお伝えし，半構造化面接を行った。許可を得て内容はICレコー
ダーに録音し，ノートに記入，面接終了後に録音をもとにノートの記述を補足した。
（ 7）　インタビューの詳細は，川﨑愛（2014）『全療協会長の「刀折れ矢尽きるまで」の闘い』
社会学部論叢に記している。
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